
中 1 理科 水溶液の性質 第 4 回 溶解度と再結晶②

講師：山﨑 翔平

＜学習内容＞
▶再結晶
▶再結晶の方法



■結晶
物質が固体として存在するとき , 規則正し
い立体となってあらわれることがある。

⇒これを結晶という。
▲ダイヤモンドの結晶

再結晶

■再結晶
固体を一度溶媒に溶かし , その溶質（物質）の溶解度の差を利用
して , 再び結晶として取り出すことを再結晶という。

⇒この操作により , 物体から不純物を取り出せる。



■ 2 つの再結晶の方法
①溶解度の差を利用して再結晶させる方法。

⇒温度による溶解度の差が大きい物質に適した方法である。
　（ホウ酸 , 硝酸カリウム , ミョウバンなど）

再結晶の方法
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②水溶液から水を蒸発さ
せて再結晶させる方法。

⇒ 温度による溶解度の
差が小さい物質に適
した方法である。（食
塩など）



下記の問いについて答えなさい。

⑴  物質が固体として存在するとき , 規則正しい立体となっ
てあらわれることがある。これを何と言うか。

⑵  固体を一度溶媒に溶かし , その溶質（物質）の溶解度の
差を利用して , 再び結晶として取り出すことをを何とい
うか。

基本問題

⑴  ⑵  



温度による溶解度の差が小さい物質に適した再結晶の方法を
次のア〜エから選びなさい。

ア．溶解度の差を利用して水溶液の温度を変化させる方法
イ．ろ過をおこなうことで結晶のみを取り出す方法
ウ．水溶液から水を蒸発させる方法
エ．遠心力を利用して特定の結晶だけを集める方法

四択問題

ウ



　 硝酸カリウムを溶かした 50℃
の飽和水溶液の温度を 20℃ま
で下げた。このとき析出する硝
酸カリウムは何 g か答えなさ
い。ただし使用した水は 100g 
とする。

入試問題（平成 26 年度　栃木県公立高校入試問題・改）
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